
酸性雨の化学

法

　有機酸：イオンク・マトグラフィー

　測定の精度を向上させるため，また測定機関ごとの系

統誤差を除くため，濃度が既知の標準物質の利用も行わ

れている．米国の商務省標準局（NIST，1日NBS）の

作成したもの（註2）が現在広く用いられているが，溶

存成分の濃度範囲など必ずしも日本の降水に適していな

い．日本でも環境庁国立環境研で検討されている．

（註2）NBS（NIST）一SRM，2694，Simulated　Rain－

　　　water

　米国EPA（環境保護庁）の酸性雨測定のために，
各測定地点の評価用として作られたもので次のよう

な組成のもの2本が組になっている．日本でも市販

されているが高価であり，日本の酸性雨の実態とは
少し異なる．

　　NBS－SRM，2694，Simulated　Acidrain

　　　　　　　　　　　2694－I
pH　（25。C）　　　　　　　　4．27土0．03

EC（μs／cm，25。C）　　26土2

酸性度（meq／1）　　O．050土0．02

フツ化物イオンmg／l　O．054土0．OO2

塩化物イオン　　　　　（0。24）

硝酸イオン　　　　　　　ー
硫酸イオン　　　　　2．75土0．05

ナトリウム　　　　0．205土0．009

カリウム　　　　　0．052±0．007

アンモニウム　　　　　　　　　　ー

カルシウム　　　　　0．014土0．003

マグネシウム　　　　0．024±0．102

　2694一五

3．59土0．02

　130土2
0．284土0．005

0．098土0．007

　（1．0）

7．06土0．15

10．9±0．2

0．419土0．015

0．106土0．008

　（1．0）

0．049土0．011

0．051土0．003
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　以上酸性雨の歴史と化学分析について簡単に述べた

が，酸性雨の生成機構，環境に対する影響とその機構な

どについてはここでは省略した．雨に濡れたからと言っ

てすぐ髪の毛が抜けたり人体に障害がでるとは考えにく

いが，植物や建造物は少しずつ影響を受けている．世界

中の湖沼や森林の被害がはっきりするのも時間の問題か

も知れない．詳しくは市販の参考書など（J．McCorm三c．

1985，石　弘之，1992，広瀬弘忠，1991，大喜多敏一，

1990，気象研究ノート，1987，環境庁水質保全局土壌農

薬課，1990）を参照されたい．なお，この酸性雨が環境

にどのような影響を与えるかという間題は，日本では最

近になって，改めて取り上げられたもので，まだ今後解

決すべき問題が多い．
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